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論文内容の要旨

ノイクテリオファージ T4 はテーノレの先に 6 本のテー jレファイノイーを持ち， 乙れらはファージの感染

の際に細胞表面に吸着することが知られている。乙のテーノレファイパーの形成は 5 個の遺伝子によっ

て支配され，幾種類かの構成成分からなると考られている。乙の機構の研究のためには各成分を分離

精製する乙とがまず必要である。ここでは NO.34 の遺伝子によって支配される、乙れら構成成分の

1 つを精製し，その性質を調べた。

乙の成分を得るために，他の構成成分を作ることのできないファージをバクテリアに感染させ，集

めた後にこれを溶菌させた。乙の溶菌液から，硫安30--50%飽和および60%イソフロパノー jレによる

分画，尿素溶液中での DEAEーセ jレローズ・カラム・クロマトグラフィーおよび煎糖密度勾配遠心法

による分画によって該成分を精製した。その結果得られた精製品は最初の溶菌液に較べ1800倍の比活

性を持ち超高速度遠心および電子顕微鏡写真等によって均一な成分である乙とが証明された。

精製された成分は 9.7 の沈降定数を持ち長さ 700A 巾 20A の棒状構造で一方の端が巾 2SA に膨脹

しているのが観察された。この大きさから，乙の成分が約19万の分子量を持ち，テーノレファイパーの

半分に相当すると考えられた。又その円偏光 2 色性から，その成分が 14%の αーヘリックス構造を持

つことが示された。しかし，乙れは尿素溶液中では消失した。との成分についてアミノ酸組成が決め

られ，またクVレコースも存在する乙とが示された。乙の成分は，その成分のみ欠いたファージの溶菌

液に加えると感染力のあるファージをっくりだす能力を持つが，単独でバクテリアに吸着したり，そ

れを殺したりするととは観察されなかった。

4
4
 

q
J
 



論文の審査結果の要旨

生物体を構成している物質が如何なる力でどのような過程をとって構成されるかは現在の生物学で

の一つの大きな研究問題である。

高田君は，パクテリオファージの尾部せんいが形成されている場合にのみ感染力をもっ系に着目し

て上記問題の解明を試みた。 乙の系では尾部せんいの各成分を他の成分と in vitro で加え合わせる

乙とによって感染力を測定する乙と，また各成分に特異的な抗元力を測定する乙とが可能である。

従来，この尾部せんいは34 ， 35, 36, 37, 38の 5 ケ以上の遺伝子によって支配されていることがわ

かっていたが， 34の成分がどんなものであるかはつかめていなかった。高田君は，本論文で非常な困

難さで克服して世界で始めてこの物質の精製に成功した。 乙の物質は長さ 700A で直径 20A の棒状

のもので一方の端に 25A の径の 35A の長さの回転随円体状のふくらみをもっ。乙のものはその大部

分が蛋白から成り， 1%の糖(クツレコース)をも含むものである。 14%の αーヘリックス含量をもち

αーヘリックス鎖として， 3 本程度のペプチドのよじれた構造が考えられる分子量約191 ， 000のもので

ある。また電子顕微鏡写真でこの分子をみる乙とができた。

一方乙のものの全尾部せんい上の位置を，その構成の反応機構から決定した。またそのファージ形

成に際しての構成の順序が一番後であるという新しい事実を見出す端緒を作った。

以上，同君の業績は困難なファージの尾部せんいの精製に成功し，その性状を明らかにしたのみな

らず，構成上の位置を決定し，乙の方向の研究に一つのかなり重要な貢献をしたものであり，理学博

士の学位論文に十分価値あるものと認める。
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